
令和５年度 松戸市立常盤平中学校 学習の指針（シラバス） 
 

教 科 音楽  学 年 １年 

 

１ 学習の目的 

■曲想と音楽の構造や背景などの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生か

した音楽表現をするために必要な技能を身に付ける。 

■音楽表現を創意工夫したり、音楽のよさや美しさを味わって聴くことができる。 

■音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情を育むとともに、音楽に対する感性を

豊かにし、音楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を養う。 

 

 学習内容 学習のねらい 

１ 

学 

期 

①のびやかに歌おう。【斉唱】 

 「校歌」 

 「主人は冷たい土の中に」 

 

 

 

②フレーズを意識して、演奏しよう。

【キーボード】 

 「聖者の行進」 

 「かっこう」 

③曲の特徴を聴き取ろう。【鑑賞】 

 「（自由曲候補曲）」 

④思いを込めて明るい声で合唱しよ

う。【合唱】 

 「（合唱コンクール自由曲）」 

・基礎的内容（姿勢・口形・呼吸法・発声法）を理解し、歌唱

に生かす。 

・主に声帯をしっかり振動させることと頭声的発声を使っ

て声を響かせることを意識する。 

・旋律の特徴や強弱の変化に気を付けながら、表現を工夫

する。 

・運指を理解し、フレーズを意識して演奏する。 

・アーティキュレーションを考え、楽曲にふさわしい演奏を

する。 

 

・曲想、構成、音色などの音楽的特徴を聴き取る。 

・音楽的特徴を簡潔な文章で表現する。 

・パートリーダーや音とりを中心とした、協力的な練習の

流れを確認する。 

・自分の担当パートの旋律を歌えるようにする。 

２ 

学 

期 

①思いを込めて明るい声で合唱しよ

う。【合唱】 

 「（合唱コンクール自由曲）」 

 

②曲想と音楽の特徴との関わりを感じ

取って聴こう。【鑑賞】 

 「魔王」 

 

③情景を思い浮かべながら、表情豊か

に歌おう。【斉唱】 

 「赤とんぼ」 

・ユニゾン部分の表現の仕方を統一することで、一体感が

感じられることを意識する。 

・フレーズを意識し、曲の盛り上がりを含めた構成を考え

る。 

・声の重なり合う美しさを感じ取り、合唱する喜びを味わ

う。 

・詩の内容や音楽の特徴に気を付けて、場面の様子を想像

しながら、音楽のよさを味わう。 

・語り手、父、子、魔王の旋律の雰囲気や歌い方の違いに

注目する。 

・旋律の動きや強弱の変化がどのように曲想と関わって

いるかを感じ取り、表現を工夫する。 

・言葉の美しい響きを生かしながら、発音に気を付けて歌

う。 

 

 

 

 

 

 



３ 

学 

期 

①音楽の特徴に注目しながら、情景を

思い浮かべて聴こう。【鑑賞】 

 「春」 

②曲の構成を考えながら、表情豊かに

合唱しよう。【合唱】 

 「（３年生を送る会合唱曲）」 

 「（送別の歌）」 

③リズム創作をしよう。【創作】 

 「（Cups基本リズムパターン）」【参考】 

 「（リズム創作）」 

・作曲者が情景をどのように表現しているのかに注目しな

がら、音楽のよさを味わう。 

・合奏と独奏の対比や、曲の構成に気を付けながら聴く。 

・混声合唱の響きを意識し、各パートの役割を生かした表

現を工夫する。 

・歌詞に込められた気持ちを意識し、曲調にふさわしい表

現を工夫する。 

・Cup を使った基本リズムパターンを習得し、８小節（or１

２小節 or１６小節）のリズム創作を行う。 

３ 評 価 

項 目 評価の内容 評価の方法 

知識・技能 

美しい音色・正しい音程・豊かな表情で表現

力豊かに表現活動をしている。音楽を形づく

っている要素・生み出す特質・雰囲気を感じ

取ることができる。 

実技テスト・合格シール・鑑賞テス

ト・鑑賞文・定期テスト 

思考・判断・表現 

音楽を形づくっている要素を感じ取り、楽曲

の特徴に気付く。作曲者の思いや工夫され

ている点を、音楽を形づくっている要素で説

明することができ、表現の工夫に繋げること

ができる。 

課題プリント・定期テスト・楽譜へ

の書き込み 

主体的に 

学習に取り組む態度 

音楽活動に意欲的に取り組み、進んで話し合

いに参加し、自分の考えを発表している。提

示された課題のねらいに沿って熱心に取り

組もうとしている。 

観察（授業態度・話し合いの様

子）・口の開け方チェック・挙手発

表 

４ 「確かな学力」のためのアドバイス 

１． 音楽科の学習について 

    「音」に関心を持ちましょう。美しい歌声・素敵なハーモニー・迫力のある楽器の音色など積極的に探

して、感じて、表現しましょう。 

２． 授業のきまり 

① チャイム着席を心がけましょう。 

② 持ち物を確認しましょう。 

３． 授業で使う道具 

・1年の教科書 ・器楽の教科書 ・ファイル ・筆記用具  

４．授業中の少人数学習 

合唱パートごとのグループ、班ごと、４人グループ ・・・など内容により形態を変え、グループで話し

合ったり、教え合ったりという学習を行います。 

５．家庭学習 

基本的にありません。大きな休み（夏休み・冬休み・春休み）に、課題が出されることがあります。 

 

 

 



令和５年度 松戸市立常盤平中学校 学習の指針（シラバス） 
 

教 科 音楽  学 年 ２年 

 

１ 学習の目的 
■ 曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を生かし

た音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作の技能を身につけるようにする。 

■曲にふさわしい音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを味わって聴くことがで

きるようにする。 

■主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽文化に

親しむとともに、音楽によって生活を明るく豊かなものにし、音楽に親しんでいく態度を養う。 

２ 学習計画 
 学習内容 学習のねらい 

１ 

学 

期 

①情景を思い浮かべながら、言葉を大

切にして歌おう。【斉唱】 

 「夏の思い出」 

 

②音色を工夫して、演奏しよう。 

【アルトリコーダー】 

 「カノン１」 「カノン２」 

 「オーラ リー」「アニーローリー」 

 

③曲の特徴を聴き取ろう。【鑑賞】 

 「（自由曲候補曲）」 

④思いを込めて明るい声で合唱しよ

う。【合唱】 

 「（合唱コンクール自由曲）」 

・基礎的内容（姿勢・口形・呼吸法・発声法）を意識し、歌唱

に生かす。 

・フレーズを意識して、曲の山を工夫する。 

・歌詞と強弱の関連を考えて、表現を工夫する。 

・C音～低G音、A音～高C音の運指を理解し、美しい音

色で演奏する。 

・息のスピード、量をコントロールして、音程にふさわしい

奏法を工夫する。 

・カノンを通して、音の重なりを味わう。 

・曲想、構成、音色などの音楽的特徴を聴き取る。 

・音楽的特徴を簡潔な文章で表現する。 

・パートリーダーや音とりを中心とした、協力的な練習の

流れを確認する。 

・自分の担当パートの旋律を歌えるようにする。 

２ 

学 

期 

①思いを込めて明るい声で合唱しよ

う。【合唱】 

 「（合唱コンクール自由曲）」 

 

 

 

②旋律が重なり合っていくおもしろさ

を味わおう。【鑑賞】 

 「フーガ ト短調」 

 

 

 

③歌詞と旋律が生み出す雰囲気を味

わいながら歌おう。【斉唱】 

 「荒城の月」 

・ユニゾン部分の表現の仕方を統一することで、一体感が

感じられることを意識する。 

・フレーズを意識し、曲の盛り上がりを含めた構成を考え

る。 

・声の重なり合う美しさを感じ取り、合唱する喜びを味わ

う。 

・鍵盤楽器で主題を演奏する。 

・パイプオルガンの豊かな響きを感じ取りながら聴く。 

・次々と現れる主題に注目しながら、音楽のよさや美しさ

を味わって聴く。 

・主題提示部・展開部・終結部という形式で、それぞれの主

題の現れ方の特徴を感じ取る。 

・短調の旋律が生み出す独特な雰囲気を味わいながら、曲

にふさわしい表現を工夫して歌う。 

・フレーズを意識し、曲の盛り上がりを含めた構成を考え

る。 

・重厚な歌詞による雰囲気を意識しながら、歌唱する。 

 



３ 

学 

期 

①オペラに親しみ、その音楽を味わお 

う。【鑑賞】 「アイーダ」 

 

 

②曲の構成を考えながら、表情豊かに

合唱しよう。【合唱】 

 「（３年生を送る会合唱曲）」 

 「（送別の歌）」 

③リズム創作をしよう。【創作】 

 「（Cups基本リズムパターン）」【参考】 

 「（リズム創作）」 

・登場人物の気持ちを想像しながら、音楽のよさや美しさ

を味わって聴く。 

・音楽、文学、演劇、舞踊、美術などが一体となったオペラ

のよさや美しさを味わう。 

・混声合唱の響きを意識し、各パートの役割を生かした表

現を工夫する。 

・歌詞に込められた気持ちを意識し、曲調にふさわしい表

現を工夫する。 

・Cup を使った基本リズムパターンを習得し、４小節（or８

小節）のリズム創作を行う。 

・ペア or4人グループでのアンサンブル創作を行う。 

３ 評 価 

項 目 評価の内容 評価の方法 

知識・技能 

美しい音色・正しい音程・豊かな表情で表現

力豊かに表現活動をしている。音楽を形づく

っている要素・生み出す特質・雰囲気を感じ

取ることができる。 

実技テスト・合格シール・ 

鑑賞テスト・鑑賞文・定期テスト 

思考・判断・表現 

音楽を形づくっている要素を感じ取り、楽曲

の特徴に気付く。作曲者の思いや工夫され

ている点を、音楽を形づくっている要素で説

明することができ、表現の工夫に繋げること

ができる。 

課題プリント・定期テスト・ 

楽譜への書き込み 

主体的に 

学習に取り組む態度 

音楽活動に意欲的に取り組み、進んで話し合

いに参加し、自分の考えを発表している。提

示された課題のねらいに沿って熱心に取り

組もうとしている。 

観察（授業態度・話し合いの様子）・

口の開け方チェック・挙手発表 

４ 「確かな学力」のためのアドバイス 

１． 音楽科の学習について 

    「音」に関心を持ちましょう。美しい歌声・素敵なハーモニー・迫力のある楽器の音色など積極的に探

して、感じて、表現しましょう。 

２． 授業のきまり 

① チャイム着席を心がけましょう。 

② 持ち物を確認しましょう。 

３． 授業で使う道具 

・２，３年上下の教科書 ・器楽の教科書 ・ファイル ・アルトリコーダー ・筆記用具  

４． 授業中の少人数学習 

合唱パートごとのグループ、班ごと、４人グループ ・・・など内容により形態を変え、グループで話し

合ったり、教え合ったりという学習を行います。 

５． 家庭学習 

基本的にありません。大きな休み（夏休み・冬休み・春休み）に、課題が出されることがあります。 

 

 

 



令和５年度 松戸市立常盤平中学校 学習の指針（シラバス） 
 

教 科 音楽  学 年 ３年 

 

１ 学習の目的 
■ 曲想と音楽の構造や背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに、創意工夫を

生かした音楽表現をするために必要な歌唱、器楽、創作の技能を身につけるようにする。 

■曲にふさわしい音楽表現を創意工夫することや、音楽を評価しながらよさや美しさを味わって聴くこと

ができるようにする。 

■主体的・協働的に表現及び鑑賞の学習に取り組み、音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽文

化に親しむとともに、音楽によって生活を明るく豊かなものにし、音楽に親しんでいく態度を養う。 

２ 学習計画 
 学習内容 学習のねらい 

１ 

学 

期 

①情景を思い浮かべながら、言葉

を大切にして合唱しよう。【合

唱】 

 「花」 

 

②ハーモニーを感じながら、演奏

しよう。【アルトリコーダー】 

 「星の世界」 

 

 

③曲の特徴を聴き取ろう。【鑑賞】 

 「（自由曲候補曲）」 

④思いを込めて明るい声で合唱し

よう。【合唱】 

 「（合唱コンクール自由曲）」 

・歌詞の内容と旋律の強弱との関わりを理解し、曲にふさわし

い表現を工夫して歌う。 

・日本語の美しい響きを大切にしながら、発音に気を付けて歌

う。 

・派生音（低 H♭・高 H♭・F♯）の運指を理解し、美しい音色で

演奏する。 

・二部形式におけるｂ部分の表現を工夫する。 

・音の重なりや、旋律の絡み合いを意識しながら、演奏を楽し

む。 

・曲想、構成、音色などの音楽的特徴を聴き取る。 

・音楽的特徴を簡潔な文章で表現する。 

・パートリーダーや音とりを中心とした、協力的な練習の流れ

を確認する。 

・自分の担当パートの旋律を歌えるようにする。 

２ 

学 

期 

①思いを込めて明るい声で合唱し

よう。【合唱】 

 「（合唱コンクール自由曲）」 

 

 

 

②作曲者の思いを感じ取りなが

ら、音楽を味わおう。【鑑賞】 

 「ブルタバ（モルダウ）」 

 

③曲想を生かして表情豊かに歌お

う。【斉唱】 

 「帰れソレントへ」 

 

 

 

 

・ユニゾン部分の表現の仕方を統一することで、一体感が感じ

られることを意識する。 

・フレーズを意識し、曲の盛り上がりを含めた構成を考える。 

・声の重なり合う美しさを感じ取り、合唱する喜びを味わう。 

・曲想と音楽の特徴との関わりに注目しながら、音楽のよさや

美しさを味わって聴く。 

・作曲者が記した標題や解説、当時の時代背景から、作品にこ

められた思いを感じ取って聴く。 

・短調と長調の違いを感じ取り、速度や強弱に気を付けなが

ら、曲にふさわしい表現を工夫して歌う。 

・三大テノールによる、思いをこめた歌唱の表現力の豊かさを

鑑賞する。 



３ 

学 

期 

①楽器の音色に親しみながら、オ

ーケストラの響きを味わおう。

【鑑賞】 

 「ボレロ」 

②曲の構成を考えながら、表情豊

かに合唱しよう。【合唱】 

 「（３年生を送る会合唱曲）」 

 「（卒業の歌）」 

・曲全体を通して繰り返されるリズムと２つの旋律に注目しな

がら、音楽のよさや美しさを味わって聴く。 

・音色や強弱の変化に注目して聴く。 

 

・混声合唱の響きを意識し、各パートの役割を生かした表現を

工夫する。 

・歌詞に込められた気持ちを意識し、曲調にふさわしい表現を

工夫する。 

３ 評 価 

項 目 評価の内容 評価の方法 

知識・技能 

美しい音色・正しい音程・豊かな表情で表現

力豊かに表現活動をしている。音楽を形づく

っている要素・生み出す特質・雰囲気を感じ

取ることができる。 

実技テスト・合格シール・ 

鑑賞テスト・鑑賞文・定期テスト 

思考・判断・表現 

音楽を形づくっている要素を感じ取り、楽曲

の特徴に気付く。作曲者の思いや工夫され

ている点を、音楽を形づくっている要素で説

明することができ、表現の工夫に繋げること

ができる。 

課題プリント・定期テスト・ 

楽譜への書き込み 

主体的に 

学習に取り組む態度 

音楽活動に意欲的に取り組み、進んで話し合

いに参加し、自分の考えを発表している。提

示された課題のねらいに沿って熱心に取り

組もうとしている。 

観察（授業態度・話し合いの様子）・

口の開け方チェック・挙手発表 

４ 「確かな学力」のためのアドバイス 

１． 音楽科の学習について 

    「音」に関心を持ちましょう。美しい歌声・素敵なハーモニー・迫力のある楽器の音色など積極的に探

して、感じて、表現しましょう。 

２． 授業のきまり 

① チャイム着席を心がけましょう。 

② 持ち物を確認しましょう。 

３． 授業で使う道具 

・２，３年上下の教科書 ・器楽の教科書 ・ファイル ・アルトリコーダー ・筆記用具  

４． 授業中の少人数学習 

合唱パートごとのグループ、班ごと、４人グループ ・・・など内容により形態を変え、グループで話し

合ったり、教え合ったりという学習を行います。 

５． 家庭学習 

基本的にありません。大きな休み（夏休み・冬休み）に、課題が出されることがあります。 

 

 


